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研究成果の概要（和文）： 

 これまで調査がなされていなかったフランス語圏西アフリカのろう者コミュニティにおいて、
フィールドワークによる手話言語、ろう文化および歴史の記載を行うとともに、研修を通じて
アフリカのろう者による研究態勢の構築を行った。おもな成果は、以下の通りである。1) コー
トジボワールとトーゴにおける一次資料の収集。2) コートジボワール初の手話辞典の刊行。3) 
日英仏 3 言語によるオンライン手話言語データベースの構築。4) フランス語圏アフリカ手話国
際会議の主催。5) フランス語圏アフリカ手話研究所設立準備室の設立。 
 
研究成果の概要（英文）： 
   In the Deaf communities of French-speaking West Africa, where no previous research 
existed, the sign language, Deaf culture and history were described with the method of 
fieldwork.  Also African Deaf researchers were trained in the serial workshops and the 
research team by the Deaf was founded.  Main results of this project are as follow: 1) 
Collection of the firsthand information in Côte d'Ivoire and Togo. 2) Publication of the 
first sign language dictionary in Côte d'Ivoire. 3) Construction of the online database 
on world sign languages in English, Japanese and French. 4) Sponsor of the International 
Conference on Langue des Signes d'Afrique Francophone (LSAF). 5) Foundation of the Group 
for the preparation of the foundation of the Research Institute for Langue des Signes 
d'Afrique Francophone (LSAF). 
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１．研究開始当初の背景 

 国際開発の分野における動向として、経済
開発から人間開発へとの大きな思想的転換
が見られる。この分野で文化人類学の方法と
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視点をいっそう活かすことが期待されてい
る。しかしながら、この潮流において正面か
ら取り組まれていなかったのが、「ろう者に
おける人間開発」のテーマである。 

 ろう者とは、手話を言語として話す耳が聞
こえない人びとの総称である。世界各地のろ
う者の集まりが、地域によって異なる多様な
手話言語を話していることが知られるよう
になり、近年ではその言語集団としての特性
に注目した、言語学的、文化人類学的な研究
などが進められている。 

 ろう者に関するテーマは、「耳が聞こえな
い」という特性に注目して「障害」研究の分
野に含められることもあれば、「手話言語を
話す」という点に着目して「言語」研究の分
野に含められることもあった。しかし、この
両方の特性をあわせもっているがゆえに、か
えっていずれの分野においてもろう者の課
題が十分に理解されて研究がなされてはこ
なかった。とくに、人間開発の観点からさま
ざまな取り組みが要請されるアフリカにお
ける研究事例は少なく、現地調査を通じた具
体的な事例研究に基づく人間開発のモデル
を構築することは急務であった。 

 

２．研究の目的 

 ろう者に関する先行研究が存在しなかっ
た西アフリカ地域を事例として、文化人類学、
とりわけ人間社会と言語の動態に関心を寄
せる言語人類学の観点から、フィールドワー
クによる緻密な現地調査によって一次資料
を入手することが第一の目的である。 

 また、その調査活動と研究成果を、現地の
実践的諸領域（政策、学校教育、NGO 活動、
社会福祉実践など）の現場に置くことで、文
化人類学的研究がろう者コミュニティのエ
ンパワーメントに対しいかなる寄与をする
ことができるかを明らかにする。これらを通
じて、言語的マイノリティにおける人間開発
を企図する国際開発実践と、文化人類学との
今後の関係に関する新たな展望を得る。 

 
３．研究の方法 

 フランス語圏西アフリカのろう者コミュ
ニティにおける参与観察調査を中心とした。
あわせて、手話の語彙の撮影などの記録を行
った。使用言語としては、当該地域のろう者
によって広域的に用いられている、フランス
語圏アフリカ手話を用いた。 
 アフリカ現地のろう者たちに手話言語調
査のための研修を行い、情報提供者としての
みならず、調査の一端を担う研究協力者とし
てこのプロジェクトに参加する機会を設け
た。 
 
 合計 4 回の西アフリカ現地調査を行った。 
(1) 調査時期: 2010 年 2 月-3 月 

調査地: コートジボワール共和国アビ
ジャン市 

テーマ: ろう者コミュニティと手話言
語に関する文化人類学的調査 

(2) 調査時期: 2010 年 8 月 
調査地: コートジボワール共和国アビ

ジャン市 
テーマ: ろう者コミュニティと手話言

語に関する文化人類学的／言語
学的調査 

(3) 調査時期: 2011 年 8 月-9 月 
調査地: トーゴ共和国ロメ市および諸

都市 
テーマ: ろう者コミュニティと手話言

語に関する文化人類学的調査 
(4) 調査時期: 2013 年 3 月 

調査地: コートジボワール共和国アビ
ジャン市 

テーマ: ろう者コミュニティと手話言
語に関する文化人類学的／言語
学的調査、第 1 回フランス語圏
アフリカ手話国際会議主催、フ
ランス語圏アフリカ手話研究所
設立準備室の発足 

 
 また、1回の国際学会への出張を行った。 
(5) 渡航時期: 2012 年 8 月 

渡航先: カメルーン共和国ブエア市 
目的: The 7th World Congress of 

African Linguistics (WOCAL7), 
Sign Language workshop（第 7
回アフリカ言語学会議・手話言
語ワークショップ）での発表と
情報収集 

 
４．研究成果 
 本プロジェクトのおもな成果は、以下の通
りである。 
(1) これまで調査が行われていなかったコ

ートジボワール共和国およびトーゴ共
和国において、初めての手話言語調査を
行い、語彙を収集した。 

(2) 両国において、当該地域の手話言語を使
用言語として用いた参与観察調査を行
い、同地域におけるろう者コミュニティ
の文化と歴史に関する一次資料を入手
した。 

(3) コートジボワールにおける初の手話辞
典を刊行した。 

(4) 日英仏の 3言語による世界の手話言語に
関するオンラインデータベース、Center 
for Asian and African Sign Languages 
(AASL)（アジア・アフリカ手話言語情報
室）を構築し、インターネットで一般に
公開した。 

(5) アフリカのろう者を対象とする調査の
スキルを教授する研修を行い、人材育成



を図るとともに、アフリカのろう者によ
る研究態勢の構築を行った。 

(6) La première édition de la Conférence 
Internationale sur la Langue des 
Signes d'Afrique Francophone (LSAF)
（第 1回フランス語圏アフリカ手話国際
会議）を開催した。この国際会議は、本
科研費補助金が主催し、コートジボワー
ル の NGO で あ る Society Without 
Barriers – Côte d'Ivoire (SWB-CI) が
共催した。 
開催日: 2013 年 3 月 13 日 
開催場所: コートジボワール共和国ア
ビジャン市ヨプゴン、Ecole Ivoirienne 
pour les Sourds (ECIS)（コートジボワ
ールろう学校） 

(7) 上記国際会議において、 Le groupe 
préparatoire pour la fondation de 
l'Institut de Recherche sur la Langue 
des Signes d'Afrique Francophone 
(LSAF)（フランス語圏アフリカ手話研究
所設立準備室）の設立が宣言され、研究
所発足のための準備作業が開始された。 

(8) コートジボワールおよび日本における
アウトリーチ活動を通じて、アフリカの
手話言語の研究の重要性に対する政府、
市民、ろう者当事者、専門職にある人び
との関心を喚起し、少数言語話者の立場
に対する理解の促進に寄与した。 

 
 以上をまとめれば、本事業において西アフ
リカにおける手話言語の記載を行い［(1), 
(3)］、あわせて、関連する文化と歴史の調査
を行い［(2)］、これらの成果をオンラインデ
ータベースで世界と共有し［(4)］、人材育成
とアウトリーチ活動における啓発などを通
じて、アフリカろう者の人間開発における文
化人類学的研究の有用性を試すとともに
［(5), (8)］、国際会議と研究所開設準備に
よって将来への研究体制の確立を進めた
［(6), (7)］。 
 これらの研究の結果は、以下に示すように、
雑誌論文 12 件、学会発表 17 件、図書 11 件
ほかにより、日本語、英語、フランス語、日
本手話、フランス語圏アフリカ手話の 5言語
を通じて世界に発信された。 
 これらにより、本事業の目的は達せられた
と考えられる。 
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